
 

 

  

新年明けましておめでとうございます 

新しい年が始まりました。お正月は、ご家族皆様でゆっくりと過ごされたことと思います。 

寒さが本格的になってきましたが、天気の良い日は戸外でたくさん遊び、寒さに負けない身体を作っていきたい 

と思います。今年も子どもたちが笑顔いっぱいで楽しい園生活が送れるように職員一同力を合わせて頑張ります。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

～ひのでもちつき会開催～ 

ひよこ組、こりす組、うさぎ組は 

小麦粉粘土でもちつきごっこ！ 

おもちをつきましょ！ 

ぺったんこ～～  美味しくなぁれ！！ 

ちびっこ応援団！先生頑張れ～！ 

自分で丸めた餅を持って帰りました！ 

 

＊お知らせ・お願い＊ 

・タオル（バスタオルでも可）の寄付をお願いします。使用した物でもかまいません。 

・就労証明書等、入所に関する書類は、1月 16日（火）までにご提出をお願いします。 

 ご不明な点は担当までどうぞお尋ねください。 

・今年度の卒園式は、３月９日（土）を予定しています。 

 

令和６年１月４日 

これからも伝統行事を大切にしながら 

色んな経験ができたらいいなと思います。 



 

お家でも一日に一度は読み聞かせをする習慣をつけると良いですね！ 

☆絵本を選ぶときのポイント 

＊0歳児：はっきりとした絵本 

まず大切なのは、年齢に合わせた絵本を選ぶ事です。年齢が低いうちから難しい絵本を読んでしまうと 

「絵本の読み聞かせは退屈な時間」と感じてしまうことも…。そこで絵本を選ぶときのポイントと 

おすすめの絵本を年齢別に紹介したいと思います。 

視覚で惹きつけるはっきりとした絵本

を選ぶことが大切です。色鮮やかな 

絵に触れることで、脳に刺激を与え 

られます。 

＊１歳児：リズムの良い絵本 

繰り返しが多い絵本が大好きです。動物や

果物など、子ども達に親しみのある内容が

繰り返される絵本がいいでしょう。また、

リズムの良い絵本を選ぶことで興味関心

を惹きつけられます。 

＊２歳児：生活習慣にまつわる絵本 

生活に関する絵本がおすすめです。絵本 

から学べるようなものを選ぶと良いで 

しょう。登場人物が褒められている姿を 

見ることで「真似してみたい」「自分にも 

できる」という気持ちを刺激できます。 

 

＊幼児期：豊かなストーリー性の絵本 

大人から見ると「どういう意味？」と感じ

る内容でも、子どもはしっかり自分の中で

想像力を働かせます。また、年長児は続き

を翌日に持ち越すなど、長いストーリーを

読む事で記憶力を刺激できます。 

 

１１月の園だよりで読み聞かせのメリットをご紹介しましたが、今月は絵本の選び方について 

ご紹介したいと思います！ 

「しましまぐるぐる」 

絵：かしわらあきお 

コントラストの強い配色による「しましま」と「ぐるぐる」

の模様に反応するようです。 

おすすめの絵本紹介 

「どんどこももんちゃん」 

文･絵：とよたかずひこ 

リズミカルな言葉に乗って、あっという間に最後の 

シーンまでひきこまれてしまう大人気のシリーズ絵本です。 

子どもの気持ちに寄り添う両親の姿をていねいに描き

だしています。のびやかでほのぼのとした絵本です。 

「おでかけのまえに」 

作：筒井頼子 絵：林明子 

「めっきらもっきら どおん どん」 

作：長谷川摂子 絵：ふりやなな 

躍動することばと絵が子どもたちを存分に 

楽しませてくれるファンタジーの絵本です。 

「おおきくなるっていうことは」 

作：中川ひろたか 絵：村上康成 

おおきくなるって、どういうことなのかな？ 

この絵本は、一緒に考えてくれます。 

「きんぎょが にげた」 

作：五味太郎 

大好きな探し遊び絵本！カラフルなお部屋と愛らしい 

形をした金魚にすっかり夢中になってしまいます。 

「じゃあじゃあびりびり」 

作：まついのりこ 

赤ちゃん最初の絵本として大人気！真っ赤でコンパクト

なサイズに、たくさんの“音”が詰まっています。 

「バムとケロのおかいもの」 

作：島田ゆか 

大人気シリーズ「バムとケロ」絵本の隅の隅まで、 

いくら眺めていても飽きることはない絵本です。 


